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２Ｅ２５ 
AI クロスマップによる戦略的産学連携の試み（3） 

－情報学分野の戦略的産学連携の立案－ 
 

○開本亮（公益財団法人京都高度技術研究所・神戸大学知的財産アドバイザー）， 
難波英嗣（中央大学） 
hirakimoto@astem.or.jp 

 
以下は、「２Ｅ２４ AI クロスマップによる戦略的産学連携の試み（2）－情報学分野の大学側論文の

分析－」から引き継いだものである。 
 

4.AI クロスマップによる戦略的産学連携 
4.1 組織対組織の産学連携：大学側からの提案 
 次に，組織対組織の産学連携を大学側が提案する場合の AI クロスマップの利用を述べる。 
この場合，大学は，（a）相手企業の産学連携ニーズを把握した上で，（b）大学全体の知的財産の中で，

企業と連携できる魅力的なテーマを複数提案しなければならない。例えば，上述したロボットと人工知
能を連携させる研究分野に着目して，ファナック株式会社を例に採り，三大学の中で X＝JE06000L：
自然語処理の比率が高く，Y＝G10L15：音声認識でも独立集積点が存在する京都大学との組織対組織の
産学連携を以下に検討する。 
ファナックは，安全柵なしで人と同じ空間で作業できる安全機能を装備してロボット大賞を受賞した

「緑のロボット」を 2016 年から発売しており，「ヒトと協働できるロボット」を開発している。この
ため，今後の研究開発において，作業員とロボットとの対話から作業員の行動を理解し，危険に繋がる
行動を自ら回避するロボットが射程にあるものと推測されるからである。 

まず上記（a）については，ファナックの 2001 年から 2020 年までの特許の分布を IPC 分類の分布
で示した図 5 左から，ファナックの特許ニーズを把握できる。即ち，ロボットメーカであるから，Y4
＝G05B19: プログラム制御系と Y5＝B25J13: マニプレータが圧倒的に多いが，この他に，赤枠で示し
た Y6＝G06F3: 計算機処理形式データ，Y7＝G06N5: 知識ベースモデル利用，Y8＝G06T5: イメージ
強調・復元のニーズも強いことがわかる。 
 一方，上記（b）については，京都大学の AI クロスマップの Y 軸が京都大学の特許シーズである

から，（a）と（b）について，IPC 分類をキーとして突き合わせることができ，Y4，Y5，Y6，Y7，Y8 
のニーズに対応する京都大学のシーズは，228 件，486 件，545 件，1,157 件，186 件であることが計
算でき，十分な組織対組織の対応ができると判断され，その論文の資料名，標題，著者等のデータも図
5 右に表示することができる。そしてその際，自然語研究と音声認識研究でロボットに適用可能な京都
大学独自の研究成果を含めて，企業側に提案をすることができる。更に大阪大学のロボット技術を組み
合わせる「産学学連携」も考えられる。 
このように，本 AI クロスマップにより，相乗効果を有する学際領域（ロボット等）について，大学

側から企業側へ組織対組織の産学連携の複数の提案を，いわば叩き台として企業側に提示し，これを基
に企業側と検討を重ねることが可能である。 
4.2 組織対組織の産学連携：企業側からの提案 
更に，組織対組織の産学連携を企業側が提案する場合の AIクロスマップの利用を述べる。 
仮に，量子技術を用いた通信システムについて，近畿圏の大学と産学連携を行いたいと考えた企業の

場合を以下に検討する。まず当該テーマは最新の情報学の研究領域であるため，京都大学と大阪大学の
いずれかを選択することはできない状況であると仮定する。このため，両者を合算した図 4 の AI クロ
スマップを利用する。 
次に，当該テーマの IPC 分類が，Y＝G06N10：量子コンピュータ，Y＝H04L9：秘密または安全な

通信のための配置であることを企業が特定できれば，AI クロスマップ中に（前者は IPC 分類が 2019
年 1月に新設されたばかりのため発見できないが），後者は発見することができる。 
そこで，Y＝H04L9 に関するデータを AIクロスマップに表示すると，図 6 のような結果となる。た

だし，表示データが Y＝H04L9に関するものに限定しているので，今までの 10倍の拡大図となってい
ることに注意を要する。 
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この結果から，量子技術を用いた通信システムの産学連携について，データ保護に関する実際的な課
題は大阪大学（例えば基礎工学研究科の藤原融教授），理論的な指導は京都大学（例えば数理解析研究
所の岩間一雄特任教授）が適切であろうと推測でき，企業側がそのニーズに合わせて，いずれか又は両
方とコンタクトを開始することができる。このように，研究テーマの IPCが特定できれば，組織対組織
の産学連携を企業側が提案することができる。 
 

5. AI クロスマップの他の利用方法 
AIクロスマップの他の利用方法としては，論文内容を学術面と特許面の両面から俯瞰できるので，大

学内における情報共有手段として用いることが考えられる。例えば，学内共同研究候補を探し出すこと
は容易であるし，新任教員に対して同じ研究分野に属するが，他学部の研究メンター候補も探し出すこ
とができる。 
 著者は，特許庁の知財戦略デザイナー派遣事業において，大学知財の発明発掘に，本 AI クロスマッ
プを用いている［7］。大学の研究者に対して，論文情報を基に研究者「個人」の論文を対象として研究
の強みと特許可能性の分析結果を提示すれば，おのずと特許について関心を得ることができる。 
さらに，今後の研究の方向性を確認しながら，研究者の研究が新規性・進歩性を有しており，類似の

研究開発を行っている企業が特許を取得していることや，同じ産業分野に応用できそうな研究をしてい
る学内の異なる学部の研究者同士による共同研究を提案することも可能であるので，研究者と信頼関係
を築いて特許による産学連携に理解を持ってもらうことで，埋もれていた大学知財の発掘に繋がる。 
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